
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

飛
驒
春
慶
に

地
元
産
漆
を
！

問
伝
統
文
化
を
支
え
る
国

産
漆
の
生
産
が
危
機
的
状

況
で
あ
る
。国
産
漆
は
３
％

に
過
ぎ
な
い
。
飛
驒
春
慶

の
品
質
保
持
の
た
め
に
も
、

漆
の
増
産
が
必
要
で
あ
る
、

ウ
ル
シ
林
の
育
成
、
漆
掻

き
職
人
や
漆
芸
家
へ
の
支

援
策
は
。

答
飛
驒
市
河
合
町
に
あ
る

市
有
林
に
お
い
て
飛
驒
春

慶
連
合
協
同
組
合
が
ウ
ル

シ
の
植
栽
及
び
管
理
を
行

な
い
、
飛
驒
産
漆
の
復
活

に
向
け
た
取
り
組
み
を
始

め
て
お
り
、
市
も
支
援
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
今
年

度
よ
り
、
後
継
者
確
保
・

育
成
に
向
け
て
助
成
制
度

を
拡
充
し
て
い
る
。

問
市
の
解
決
す
べ
き
課
題

が
複
雑
多
岐
に
な
り
、
市

民
の
た
め
の
組
織
と
い
う

視
点
で
、
組
織
再
編
が
時

代
の
潮
流
だ
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
市
の
対
応
は
。

答
既
存
の
組
織
体
制
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
市

民
ニ
ー
ズ
や
時
代
の
変
化

に
迅
速
・
的
確
に
対
応
で

き
る
効
率
的
で
、
機
能
的

な
組
織
体
制
に
つ
い
て
柔

軟
な
検
討
を
す
る
。

問
特
定
の
課
題
に
取
り
組

む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
も
市

民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
有
効

な
方
法
で
あ
り
、
試
み
る

こ
と
は
。

答
組
織
の
枠
組
み
を
超
え

て
特
定
課
題
の
解
決
を

図
っ
て
い
く
こ
と
や
若
者
、

女
性
な
ど
の
目
線
で
の
政

策
形
成
を
行
な
っ
て
い
く

こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
今

後
様
々
な
か
た
ち
で
推
進

し
て
い
く
。

公
契
約
条
例
設
置
へ

問
市
が
発
注
し
て
い
る
公

契
約
に
お
い
て
労
働
者
不

足
、
予
定
価
格
、
公
平
・

公
正
な
競
争
原
理
に
基
づ

く
入
札
制
度
の
あ
り
方
な

ど
多
く
課
題
が
あ
る
。
ま

た
、
県
が
公
契
約
条
例
を

制
定
し
た
。
発
注
者（
市
）

と
受
注
者（
事
業
者
）の
責

任
と
役
割
を
明
確
に
す
る

た
め
に
公
契
約
条
例
制
定

へ
の
議
論
が
必
要
で
は
。

答
意
見
は
認
識
し
て
い
る
。

市
は
公
契
約
へ
の
基
本
的

な
考
え
方
、
市
や
事
業
者

の
責
務
を
明
ら
か
に
し
て

共
に
取
り
組
む
姿
は
、
事

業
者
の
経
営
安
定
、
公
契

約
に
従
事
す
る
労
働
者
の

労
働
条
件
の
確
保
、
労
働

環
境
の
整
備
の
促
進
に
寄

与
す
る
。
理
念
的
な
内
容

に
な
る
と
思
う
が
公
契
約

条
例
制
定
に
向
け
前
向
き

に
取
り
組
む
。

問
労
働
者
人
口
の
減
少
で

少
な
い
労
働
力
で
産
業
を

維
持
さ
せ
、
地
域
を
存
続

さ
せ
る
に
は
一
人
当
た
り

の
労
働
生
産
性
向
上
が
不

可
欠
。
そ
こ
で
移
動
時
間

の
短
縮
が
必
要
。
合
併
時

か
ら
の
課
題
で
も
あ
る
。

中
部
縦
貫
道
丹
生
川
〜
平

湯
Ｉ
Ｃ
の
ル
ー
ト
は
本
郷

や
栃
尾
を
通
過
す
る
ル
ー

ト
を
独
自
に
示
す
べ
き
。

市
の
態
度
を
明
ら
か
に
し

国
・
県
・
関
係
団
体
・
地

域
と
協
議
す
る
姿
勢
が
必

要
。

答
国
が
ル
ー
ト
を
決
定
し

た
段
階
で
市
の
道
路
整
備

網
の
整
備
方
針
を
検
討
・

整
理
し
対
応
す
る
。
な
お
、

丹
生
川
〜
平
湯
Ｉ
Ｃ
の

ル
ー
ト
は
早
期
に
決
定
す

る
よ
う
国
へ
要
望
す
る
。

岩垣 和彦 議員

市
の
組
織
の

あ
り
方
に
つ
い
て

丹
生
川
〜
平
湯
Ｉ
Ｃ
ま

で
の
ル
ー
ト
は

松山 篤夫 議員

漆
文
化
再
興
に
つ
い
て

上嶋 希代子 議員

高
齢
者
の
移
動
支
援
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ

い
て

低
所
得
者
へ
の
灯
油
代

支
援
に
つ
い
て

問
外
出
困
難
者
の
移
動
支

援
は
、
特
に
公
共
交
通
の

少
な
い
周
辺
地
域
に
と
っ

て
は
切
実
な
問
題
で
あ
る
。

県
内
に
は
70
歳
以
上
な
ら

誰
も
が
安
く
利
用
で
き
る

タ
ク
シ
ー
利
用
支
援
制
度

を
持
つ
自
治
体
が
あ
る
。

市
の
支
援
策
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

答
市
で
は
交
通
体
系
の
見

直
し
を
進
め
て
い
る
。
不

便
な
点
が
あ
れ
ば
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
に
問

い
合
わ
せ
を
。
他
市
の
事

例
の
よ
う
な
政
策
は
考
え

て
い
な
い
。

問
高
山
市
で
も
ひ
き
こ
も

り
の
相
談
が
増
え
て
い
る
。

実
態
調
査
を
す
る
考
え
は

な
い
か
。
ま
た
、
県
で
ひ

き
こ
も
り
地
域
セ
ン
タ
ー

が
開
設
さ
れ
た
。
市
内
の

個
人
・
団
体
が
有
志
で
ひ

き
こ
も
り
支
援
を
立
ち
上

げ
て
い
る
。
市
で
も
独
自

の
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

が
必
要
で
は
。

答
県
と
歩
調
を
合
わ
せ
、

調
整
し
て
い
き
た
い
。

問
市
は
財
政
調
整
基
金
を

た
く
さ
ん
た
め
込
ん
で
い

る
。
一
方
で
低
所
得
者
の

生
活
は
大
変
に
な
っ
て
い

る
。
低
所
得
者
支
援
に
こ

の
基
金
の
一
部
を
使
う
べ

き
。
灯
油
代
支
援
を
す
べ

き
で
な
い
か
。

答
現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
。
基
金
と
低
所
得
者

対
策
は
別
と
考
え
て
ほ
し

い
。
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